








5.結論 

1)小児慢性腎疾患々児に対する運動処方の一助とするため,トレッドミル負荷試験を行な

い,疾患に対する影響を検討した。 

2)小児慢性腎疾患々児では,正常コントロールに比べ,Ccreat，及び FENa低下が認められた。 

3)微少変化型ネフローゼ症候群及び低形成腎では,トレッドミル負荷による変化はほとん

ど認められなかった。 

4)未治療IgA腎症,組織変化の強い巣状糸球体硬化症では尿所見の悪化,Ccreatの著明な低

下,FENa の上昇が認められた。 

5)尿中 EDP 及びβ2 ミクログロブリンのトレッドミル負荷による変化はほとんど認められ

ず,血中 Renin,Aldosteron の変化は正常コントロールと小児慢性腎疾患々児の間に特別な

差を認めなかった。 

 以上より,未治療又は組織変化の強い増殖性腎炎を除き,短期運動負荷による変化はなく,

定期的な経過観察さえ出来ていれば,過度の運動制限は必要ないものと思われる。 


